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特  集
蔡英文政権の成立と
台湾政治の今後

●�

「
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
っ
て
政
治
を

囲
う
」

　

中
国
は
長
年
に
わ
た
り
、
台
湾
統
一

工
作
の
一
環
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
を
も

っ
て
政
治
を
囲
う
」（
以
商
囲
政
）
戦

略
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
手
法
は
、

中
台
間
の
経
済
的
な
結
び
つ
き
の
深
ま

り
と
と
も
に
、
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

前
半
に
か
け
て
、
中
国
に
よ
る
台
湾
へ

の
働
き
か
け
の
主
な
対
象
は
、
中
国
に

進
出
し
た
台
湾
企
業
と
そ
の
オ
ー
ナ
ー

ら
（「
台
商
」）
で
あ
っ
た
。
中
国
は
、

台
湾
系
企
業
に「
同
胞
」と
し
て
の
様
々

な
優
遇
措
置
を
与
え
た
。「
台
商
」
た

ち
は
そ
の
庇
護
へ
の
見
返
り
と
し
て
、

台
湾
の
選
挙
の
際
に
大
挙
し
て
帰
国
し
、

中
国
共
産
党
の
「
友
党
」
と
な
っ
た
国

民
党
に
投
票
す
る
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
、
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
中
国
が
望

む
よ
う
な
発
言
を
す
る
な
ど
し
て
、
中

国
へ
の
協
力
姿
勢
を
示
し
て
き
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、

中
国
に
よ
る
働
き
か
け
の
対
象
は
、
台

湾
住
民
へ
と
広
が
っ
た
。
特
に
、
二
〇

〇
八
年
に
国
民
党
が
政
権
に
復
帰
し
、

両
岸
関
係
が
急
速
な
改
善
に
向
か
う
と
、

中
国
は
、
台
湾
へ
の
観
光
の
解
禁
、
台

湾
産
の
農
産
品
や
電
子
製
品
・
部
品
の

買
い
付
け
等
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
国
に
よ
る
台
湾
へ
の
経
済
的
利

益
の
供
与
を
通
じ
た
政
治
的
取
り
込
み

策
は
「
恵
台
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
恵
台
政
策
」
は
、

二
〇
一
四
年
春
に
起
き
た
「
ひ
ま
わ
り

学
生
運
動
」
と
、
こ
れ
に
続
く
台
湾
政

治
の
変
動
に
よ
っ
て
、
大
き
く
挫
折
し

た
。
本
稿
で
は
、「
恵
台
政
策
」
の
事

例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
二
〇
一
六
年

の
政
権
交
代
後
の
新
た
な
動
き
に
つ
い

て
も
論
じ
る
。

●�

国
台
弁
の
主
導
で
始
ま
っ
た
ミ

ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
契
約
養
殖

　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
、
中
国
が

「
恵
台
政
策
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
重

視
し
て
き
た
の
が
、
中
小
企
業
、
中
南

部
、
中
下
層
所
得
者
の
「
三
中
」
で
あ

る
。「
三
中
」
は
、
中
国
が
「
台
商
」

経
由
で
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
か
っ
た
グ

ル
ー
プ
で
あ
り
、
民
進
党
の
支
持
基
盤

と
も
重
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

台
南
市
学
甲
区
で
二
〇
一
一
年
か
ら

五
年
間
行
わ
れ
た
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
虱
目
魚
）
の
中
国
向
け
契
約
養
殖
は
、

「
三
中
」
向
け
「
恵
台
政
策
」
の
典
型

例
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
夏
、
台
湾
社
会
の
草
の

根
に
深
く
分
け
入
る
と
い
う
任
務
を
帯

び
て
、
台
湾
農
村
部
を
回
っ
て
い
た
中

国
国
務
院
台
湾
弁
公
室
（
国
台
弁
）
の

鄭
立
中
・
副
主
任
が
、
地
元
有
力
者
の

招
き
で
学
甲
を
訪
れ
、
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ

川
上 

桃
子

中
国
の
「
恵
台
政
策
」
と
対
峙
す
る

台
湾
社
会

シ
ュ
の
養
殖
業
者
た
ち
と
座
談
会
を
持

っ
た
。
出
席
者
ら
は
、
不
安
定
な
市
況

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
国
向
け

の
契
約
養
殖
が
実
現
す
れ
ば
、
収
益
の

安
定
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
語
っ
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
翌
年
か
ら
、

国
台
弁
の
仲
介
に
よ
り
、
中
国
側
の
大

手
食
品
事
業
者
が
買
い
手
と
な
り
、
一

〇
〇
～
一
五
〇
戸
の
学
甲
の
漁
民
か
ら
、

養
殖
コ
ス
ト
に
一
定
額
を
上
乗
せ
し
た

価
格
で
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
買
い
取

る
契
約
養
殖
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
取
引
は
、
国
台
弁
の
幹
部
が
主

導
し
、
民
進
党
の
強
固
な
地
盤
で
あ
る

台
南
地
域
で
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ま

で
の
果
物
や
電
子
部
品
の
買
い
付
け
と

は
異
な
り
、
継
続
的
な
取
引
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
い
く
つ
も
の
点
で
、
従
来
の

方
式
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
「
恵
台
政

策
」
と
し
て
、
広
く
注
目
を
集
め
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
取
引
は
、
二
〇
一
六

年
に
中
止
さ
れ
た
。
直
接
の
原
因
と
な

っ
た
の
は
、
寒
波
の
影
響
で
ミ
ル
ク
フ

ィ
ッ
シ
ュ
の
稚
魚
の
価
格
が
高
騰
し
、

中
国
側
の
買
い
取
り
価
格
で
は
割
が
合

わ
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
し
か
し
、
よ

り
大
き
な
要
因
は
、
後
述
す
る
「
ひ
ま

わ
り
学
生
運
動
」
以
降
の
台
湾
政
治
の

情
勢
変
化
に
よ
り
、
中
国
側
が
こ
の
利

益
供
与
策
へ
の
関
心
を
失
っ
た
こ
と
に

あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
国
側
の
食
品
業
者
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が
、
中
国
の
消
費
者
に
な
じ
み
の
薄
い

ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
買
い
付
け
に
乗

り
気
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
響
い
た
。

「
恵
台
政
策
」
の
実
験
と
し
て
始
ま
っ

た
こ
の
取
引
は
、
政
治
的
有
効
性
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
頓
挫
し
た
。

●�

「
恵
台
政
策
」
と
し
て
の
観
光

客
の
送
り
出
し

　

馬
英
九
政
権
が
発
足
し
て
ま
も
な
い

二
〇
〇
八
年
、
中
国
は
、
か
ね
て
よ
り

台
湾
側
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
観
光
ツ
ア

ー
の
訪
台
を
解
禁
し
た
。
翌
年
に
は
個

人
旅
行
者
の
訪
台
も
解
禁
さ
れ
た
。

　

中
国
は
、
自
国
民
の
海
外
旅
行
の
行

き
先
や
人
数
を
厳
し
く
管
理
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
の
台
湾
へ
の
観
光

客
の
送
り
出
し
は
、「
恵
台
政
策
」
と

し
て
の
明
確
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

中
国
人
観
光
客
の
数
は
、
二
〇
一
五
年

に
四
二
〇
万
人
に
達
し
、
来
台
者
数
の

四
割
を
占
め
た
。
特
に
、
海
外
か
ら
の

観
光
客
が
多
く
な
か
っ
た
南
部
や
東
部

の
観
光
業
に
と
っ
て
、
台
湾
一
周
を
基

本
パ
タ
ー
ン
と
す
る
中
国
人
団
体
ツ
ア

ー
の
急
増
は
、
特
需
を
も
た
ら
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
恵
台
政
策
」
は
諸

刃
の
剣
で
も
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
に

高
雄
市
の
映
画
祭
で
、
亡
命
ウ
イ
グ
ル

人
組
織
の
指
導
者
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
が
上
映
さ
れ
た
際
に
は
、

中
国
人
団
体
客
の
高
雄
で
の
宿
泊
が
大

量
に
取
り
消
さ
れ
、
観
光
業
者
ら
が
高

雄
市
に
上
映
を
中
止
す
る
よ
う
圧
力
を

か
け
る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
年
一
月
の
選
挙
結
果
を
受

け
て
、
中
国
は
訪
台
観
光
客
の
人
数
を

削
減
す
る
動
き
に
出
た
。
今
年
七
月
、

八
月
の
中
国
人
観
光
客
の
数
は
そ
れ
ぞ

れ
、
昨
年
比
で
一
五
％
、
三
二
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。
九
月
半
ば
に
は
、

台
湾
の
観
光
業
者
た
ち
が
街
頭
デ
モ
を

行
い
、
苦
境
を
訴
え
た
。

●�
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
の
衝
撃

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
恵
台
政
策
は
、

二
〇
一
六
年
の
民
進
党
政
権
の
成
立
を

機
に
曲
が
り
角
を
迎
え
た
。
こ
の
政
権

交
代
の
起
点
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
一

四
年
三
月
の
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
運
動
の
衝
撃
は
、
中
国
と
の
経

済
交
流
の
帰
結
に
対
す
る
台
湾
の
人
々

の
意
識
を
大
き
く
変
え
た
。
運
動
に
結

集
し
た
若
者
た
ち
の
「
両
岸
交
流
に
よ

る
経
済
利
益
は
、
中
国
と
結
託
し
た
台

湾
の
一
部
の
大
企
業
や
政
治
家
に
よ
っ

て
独
占
さ
れ
て
い
る
」「
中
国
と
の
経

済
統
合
に
よ
り
、
若
者
が
低
賃
金
や
失

業
問
題
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
訴
え
が
、
社
会
的
な
広
が

り
を
獲
得
し
、
馬
英
九
政
権
期
に
進
ん

だ
中
台
交
流
の
深
化
に
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二

〇
一
四
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
国
民

党
は
惨
敗
を
喫
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一

六
年
の
総
統
・
立
法
委
員
選
挙
で
、
民

進
党
へ
の
政
権
交
代
が
起
き
た
。

　

こ
う
し
て
、
中
国
が
一
〇
年
近
く
に

わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
「
恵
台
政
策
」

は
、
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
を
契
機
と
す

る
台
湾
政
治
の
地
殻
変
動
に
よ
り
、
大

き
く
頓
挫
し
た
。

●�

中
国
の
新
た
な
働
き
か
け
の
対

象
と
し
て
の
若
者
層

　

政
権
交
代
後
、
中
国
は
、
右
で
述
べ

た
動
き
の
ほ
か
、
台
湾
の
私
立
大
学
が

経
営
面
で
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
中
国
人
留
学
生
の
数
を
削
減
す
る
な

ど
、
様
々
な
圧
力
を
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
懲
罰
」
は
、
台
湾
社

会
に
一
定
の
動
揺
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
し
か
し
、
中
国
の
こ
の
よ
う
な
行

動
は
、
選
挙
直
後
か
ら
あ
る
程
度
予
想

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。
総
じ
て

い
え
ば
、
台
湾
社
会
は
こ
れ
を
、
中
国

へ
の
過
度
の
依
存
が
引
き
起
こ
し
た
反

作
用
と
し
て
冷
静
に
受
け
止
め
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。

　

他
方
、
過
去
十
数
年
に
わ
た
る
「
恵

台
政
策
」
が
頓
挫
し
た
と
は
い
え
、
中

国
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
っ
て
政
治
を
囲

う
」
対
台
湾
統
一
戦
略
が
緩
む
こ
と
は

な
い
。九
月
半
ば
に
国
民
党
系
の
八
県
・

市
の
首
長
が
北
京
を
訪
れ
た
際
、
中
国

側
は
こ
れ
ら
県
・
市
向
け
の
経
済
交
流

策
を
示
し
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
学
生

運
動
の
後
、
中
国
の
働
き
か
け
の
新
た

な
重
点
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
台

湾
の
若
者
た
ち
、
特
に
起
業
を
志
す
若

者
た
ち
だ
。

　

昨
年
三
月
、
李
克
強
首
相
は
、「
台

湾
の
若
者
の
中
国
で
の
創
業
を
歓
迎
す

る
」
と
述
べ
た
。
中
国
各
地
の
地
方
政

府
は
、
競
い
合
う
よ
う
に
、
台
湾
の
若

者
に
対
し
て
渡
航
費
や
生
活
費
の
支
援
、

気
前
の
良
い
優
遇
策
を
提
供
し
、
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
が
、
果

た
し
て
台
湾
の
若
い
世
代
の
心
を
つ
か

み
、
対
中
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
だ
ろ
う
か
。
台
湾
海
峡
を
挟
ん
だ

利
益
、
思
惑
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
戦
い
は
、
そ
の
主
戦
場
と
手
法
を
変

え
て
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

（
か
わ
か
み　

も
も
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

技
術
革
新
・
成
長
研
究
グ
ル

ー
プ
）

《
参
考
文
献
》

① 

「
招
聘
７
４
０
萬
台
灣
青
年
」『
商
業

周
刊
』
一
四
九
六
号
、
二
〇
一
六
年

七
月
、
七
〇
―
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

05_特集.indd   9 16/11/02   11:17


